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ての ｢農業剰余｣を工業建設に投入するため､尉 寸で人民公社制度 と ｢城郷隔絶｣戸籍制度を推進
した｡同時に､農民に対してすべての生産手段を儀業に投入するように要求 し､国家が規定する品
確 と教生で農産物を生産させ､商品 ･生産手段 ･労働力の都市と戯相聞の自由な流通を切断 した0 1 
52-1919 78年に､同家は工業と巌業の商品価格の鉄状価格差を利用 して､数千億元を蓄積 したO
また､毎年､巌民が国家に出す康菜税は 27-32億元であった｡さらに､農民の貯蓄によって､国家
は約 155,5億元を蓄積 したりこれら三つを合わせて､国家が廃業で蕃和 した資金は約 4452倍元に達
し､年平均約 171億元であった｡この資金が同民所得の貯蓄に占める比率は､1978年を除いて､す
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4.から 1992年の 0.14に Fがり､ ~~元コン トラス ト指数 4は､1952年の 0.33から 1977年の 0 5まで













































































亦曽串 r中国城多二元紛折的形成和杭変分析』､ 『手刀与英践』2 
年のデータは､満帆 F交易放串､分1.2001 碗退与二元韻新譜的特化』(上海三験瀬局､2007年) 
F･008f第 2期. 
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209ページのデータを整理して作成した02002-2006年のデータは､『q｣匡l統計年鑑』のデータを計許して作成
した｡ 


















係数は 1978年の 0.16から 1984年の 0.26まで上昇し､二元コントラス ト指数は 1978年の 0.42か
ら1984年の 0.32まで低下した (図 1参照)｡都市住民の所得格差にも縮小傾向が現れた｡都市住民
と農村住民の所得比率は､1978年の 257.1から 1984年の 1.84:1に低下した｡ 
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て農村での支出は 126億元だけであった｡都市では 1人Ylたり 413元で､段村では 1人当たり 14
元しかなかったので､約 30倍の格差が生じた,国家財政における衛生事業費の中で農村合作医療-
の補助金は L992年に 3500万元にすぎず､全国衛生事業掛 こ占める割合は 0.36%しかなかった｡8 数
多くの耕地では水利施設が故障して放置され､土地に対する投入は口々減少していき､多くの耕地
が占有された｡結局､わが国の二元的経済構造の軒徴は､また強まった｡都市と農村の二元対比係
数は 1985年の 0.24から 1992年の 0.20に低下し､二元コン トラス ト指数は 1985年の 0,34から 1992
年の 0.37に上昇した (図 1参照)｡同時に､都市と旗村の所得格差に拡大傾向が現れ､都市住民と






た.,二元対比係数は 1993年の 0.19から 1996年の 0,25に上昇し､二元コントラス ト指数は 1993
年の 0.37から 1996年の 0.30に低｢･-した (図 1参照)｡同時に､都市と農村の所得格差にも縮小傾
向が現れ､都市住民と農村住民のTiF得比率は 1994年の 286:1から 1997隼の 2.47･1-低下した. 











膿村の二元対比係数は 197年の 02 01年の 01 tコントラス ト 979 .4から 20 .9に低下し､二′: 指数は 19
S陶勇 『二元粋済韓杓下的qJ国水民社会保障制度透視J), 『財経研究』2000年第 11期0 
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年の 0･31から 2001年の 0.35に上昇した｡同時に､都市と農村の所得格差にも拡大傾向が現れ､都
市住民と農相住民の所得比率は 1997年の 2.47二lから 2001年の 2,90:1-上がった0 















年の 0.16から2006年の 0.18に上昇し､二元コントラス ト指数は 2002年の 0.36から2006年の 0.31






を推進することによってのみ解決できるo眉持すは､食料 ･労働力 ･資本 ･外国為替などで多くの貢
献をしている｡改革期の GDP成長に関して､偉業から非農業-の労働力移動の真献率は 21%であっ
たo Lたがって､膜民が豊かになれば､社会の調和が実現する｡都市と般村､非巌業と農英との関























農民の生活水準なども考膿 して､具体的計算を行･ ) そして､都市と度 i村の全休を統一的に扱う総
合的土地管理制度を8 I設する｡ l
(2)儲其技術の進執 ま､磯村の発展と転換の要点である｡ ロ本の開発経済学者である康充大学教授
早見雄次郎 'とアメリカの開発経済学学者であるミネソタ大学教授 V .ラタンは､ ｢二元的経済柿進を
取り除くことは､廃業近代化の程度にかかっており､巌菜の近代化を推進するのは､農業技術の進





の研究 ･教育と農菜に関わる企業の協力を強化すろことによって､高効率 ･協調 ･柔軟 ･多元的な
農業技術の普及体系を作り上げる｡さらに､農業の情報体系を作り卜げ､帖報が鹿村のB %民に伝え 
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義務教育 ･職業技術教育 ･成人教石などの形式; i通じて､農民に対する育成訓練を強化し､新しいJ:










保p =E 2農業技術の進歩を促進することがとくに重要であり､( )Tであり､( ) 3農村-の支援を増やすこ
とが基本である｡( 4)都市と廃村の競争と秩序ある統一と､開放的な労働力市場の創設は基本的経路
であり､ ( 5)農民の資質と技能を高めることが根本である｡ 
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